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今年は、それまで経験したことがない未曾有の被害をもたらした東日本大震災から10年となります。被災地では、
今もなお復興支援が必要とされています。平成24年度から岩手県社会福祉協議会を通し被災者支援をして来た柴田
ミチさんに活動状況を振り返っていただきました。災害への備えを再検討する機会になればと思います。

東日本大震災から 10 年東日本大震災から 10 年
～被災地支援活動を振り返って～～被災地支援活動を振り返って～

柴田　ミチ柴田　ミチ
（秋田県鹿角市）（秋田県鹿角市）

月日の流れが速く、東日本大震
災の発生からまもなく10年を迎え
ようとしています。あの日（2011・
３・11の午後２時46分）私達は
「在宅保健師の会の役員会中」で、

国保連合会の事務室の隣の会議室ですごい揺れに遭遇
し、会議を中断してようやく家にたどり着いた体験を
思い出しました。

生活支援相談員さん等への個別相談
岩手県社会福祉協議会が「被災社協職員のための支
援プロジェクト事業」実施に当たって全国保健師長会
等に支援協力を依頼したところ、全国から多数の師長
会支部の申し出がある中から、青森県支部と埼玉県支
部が選ばれて、特に被害が大きかった陸前高田市社会
福祉協議会の「本部職員・生活支援相談員・ボランテ
ィア担当職員」を対象に、個別相談等の支援活動を行
いました。
　本会から７人、保健師長会青森県支部から１人の
計８人で担当しました。平成24～26年度の３年間、
陸前高田市・大船渡市・釜石市の３地域で個別相談
や集団指導を実施しました。
　地域全体が甚大な被害をうけて、さらに被災職員
もつらい体験を抱えながら事業に従事しているので
「気持ちを話せない方や、話しても被災を思い出し
涙が止まらない方」「社協職員や相談員さんの家族
の死亡を受け止める事が困難な方」の声を伺って、
それでも毎日、支援者として活動されている姿に、
人間の生きる力の素晴らしさを学びました。

また、陸前高田市の普門寺の住職さんの「生きて
いる人が幸せになることが、亡くなった人への最大
の供養です」と話されている教えに、共に共感し活
動を継続しました。

民生委員・児童委員さんへの支援
震災を受けた岩手県沿岸市町村の「民生委員・児童
委員」の皆様は、ご自分も被災し精神的負担を背負い
ながらも、担当地区の住民へ寄り添い、支援を継続し
ています。委員同士で話し合い、意見交換すること
で、活動上の課題や悩みを助言し合う「意見交換会」
に、平成27年度から令和元年度まで助言者として参加
しました。
　活動での思いや喜び、感謝している事から
「自然に感謝している」「主人や家族に感謝してい
る」と話された委員さん達の顔が、生き生きしてい
ることに感動しました。ここまで元気に活動出来る
のは、家族の支えと協力があってエネルギーになっ
ているとのことです。
　今後の委員活動に期待すること
震災だけでなく、台風の被害も受け、家族も地域
もバラバラにされる事に遭遇する機会が増えていま
す。人間は一人では生きていけません。皆で支え合
い助け合い、心豊かに楽しく生活する為に、人々は
手をつなぎ協力する事が重要です。委員の皆様に
は、「健康な体」で「人の話を聞ける心」を持って、
これからも活動していただきたいと願っておりま
す。
大震災の支援活動の中で、「元気な笑顔で、皆で支

え合う」事が必須であると学びました。これからも、
常に防災意識をもって暮らしていきたいと思います。
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三八ブロック別交流会が始まる前にお話をうか
がいました。人を惹きつける富岡さんのまわりに
は、自然と人の輪ができます。富岡さんの保健師
としての歩みをジェスチャーを交えながら話され
る様子には臨場感があり、当時まだ道路が舗装さ
れていない是川地区を土ぼこりをあびながら訪問
する姿が目に浮かぶようでした。今回は木村幹事
と越後監事からの報告です。

保健師を目指したきっかけ

生まれた時から保健師になる定めだったかもしれま
せん。助産を学んだ母から生まれた私は、虚弱でミル
クも良く飲めない子どもでしたが（今も小柄であるけ
ど）元気に育ちました。母親は娘３人全員を看護職に
したいと望んでいましたが、姉も妹も嫌と言い、残っ
た私は在学していた商業学校から看護の道へ進みまし
た。看護実習では鑷子（せっし）の扱いが不器用で、
サイズの合う手袋もありませんでした。出産は真夜中
が多く夜勤が苦手な私には助産師は向きませんでし
た。養護教諭は、校長の考え方で左右されることもあ
り、自分を活かせないと思いました。しかし、八戸市
での保健師実習は楽しかったので、迷うことなくこの
道へ進むことにしました。

保健師活動を振り返る

国保保健師として八戸市に採用されましたが、国保
だけではなく、社保も乳児から高齢者、心身障害者、

結核、寝たきり、認知症までいろいろ対応しました。
その中でも「もったら殺すな」運動では、担当地区の
乳児や妊婦訪問等を年間1,000件位実施しました。八
戸市の出生数は在職中のピークで年間4,700人位でし
たが、乳児死亡も多かったです。姑さんは、お嫁さん
の妊婦健診は、あまり勧めない状況がありました。家
庭訪問では、福祉制度や障害年金の手続きなど社会資
源に多数繋げました。訪問は歩きやバスで、ヒッチハ
イクでダンプに乗せてもらったこともありました。高
血圧症の方に減塩・食事指導をしても聞き入れてもら
えず「医者からは何も言われない」と怒鳴られたこと
もありました。嬉しかったこともたくさんありまし
た。退職後に「貴女に子ども（現在は40歳に成長）の
股関節脱臼を見つけてもらいました有難う」と声をか
けられたことも嬉しかったことです。

後輩保健師に伝えたいこと

新型コロナウイルス感染症対策など大変な対応が求
められ、マスコミにも取り上げられますが保健師に対
する社会的評価は、それほど高くないと思います。
「健康の押し売り業」と思って頑張って欲しいです。
活動の対象は時代時代で変化しますが、基本は対人保
健であると思います。保健師は、訪問しながら人々の
生活を見ているから、対応するのが上手だと思いま
す。また、人間として柔軟な対応が求められていると
思います。

在宅保健師の会に期待すること

このような会は、栄養士、薬剤師にはないと聞きま
すし、20周年を迎えたことを誇りに思います。交流会
や研修会では、良い刺激を与えてもらいありがたいと
思っています。

取材を終えて

インタビュー中に時折、思いっきり笑う声が懐かし
く、臨床看護学の執筆者である吉田時子先生に直に学
んだことや、花田ミキ先生、石崎教授など有名な方々
の功績がすらすら出る記憶力の良さは、現役時代より
パワーアップしていました。「後期高齢者の仲間入り
をしました」と話されていましたが、スイミングに
は、ほぼ毎日通い、認知症予防のためにとピアノを続
けるなど底知れない若さと生きがいを感じ、私達も元
気を貰いました。

富岡 弘子富岡 弘子ささんん
（八戸市）（八戸市）

先輩諸姉と語る先輩諸姉と語る⑰⑰

左から　越後秀さん　富岡弘子さん　木村亮子さん左から　越後秀さん　富岡弘子さん　木村亮子さん
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当委員会は、平成26年度に青森県国民健康保険団体
連合会に設置され、保険者がレセプトや健診情報を活
用し効果的に保健事業が展開できるよう支援するとい
う役割があります。
具体的には、保険者が計画・実施・評価する保健事
業について対面により、どうすれば健康課題解決につ
ながるかいろいろな情報をもとに支援します。
メンバーは、弘前大学・県立保健大
学の関係者、８保健所長、県関係者、
在宅保健師の会会員３名の計14名で、
私は委員になって３年目になりまし
た。初めは、事務局が整えてくれる資
料やガイドラインを見ても理解でき
ず、ヤバいと思ったことが多々ありま
した。
そんな中で、この委員会に保健師が
なぜ入っているのか考えました。それ
は保険者が実施する保健事業をイメー
ジでき、苦労もやりがいも共有でき、
当事者の立場にも立てるからではない
かと思っています。

そのような思いもあって、対面支援では支援を希望
する保険者が聞きたいと思っていることに耳を傾け、
頑張っていることを言葉にするようこころがけていま
す。
委員会名が保健事業支援・評価委員会と硬いです

が、事務局のバックアップとチーム力があり保険者に
は頼りになる組織となっています。

新型コロナウイルス感染拡大防止が叫ばれている中、
個々のマスク着用、開催会場側の体温測定、手指消
毒、席の配置等のご配慮をいただきながら、令和２年
11月13日（金）五所川原温泉大広間において健康講話
をメインとした健康相談を実施しました。23名の出席
がありました。（65歳以上の女性がほとんどでした。）
対面しながら従来の相談体制をとることはできませ
んでしたが、健康講話の前後に血圧測定し、普段の数
値との比較や治療状況、体調等を聴取しました。「家
では正常なのに今日は高くてびっくりした」と、複数
回測定した方が多く見られました。測定した数値は通
院時等の参考にするために記録してもらいました。健
診結果についての相談もありました。

健康講話は国保連合会から提供されたパンフレット
等を使用し、「あなたの血圧大丈夫？」のテーマで実
施しました。血圧の分類、正しい測定の仕方、血圧を
高めるリスクとその対応、生活習慣を改善するための
工夫等を話しながら、出席者からは「青汁は飲んでい
いのか？」「減塩しょうゆは血圧にいいのか？」「毎朝
歩いているので血圧は正常」等の質問や体験談等が出
されました。
健康づくりのために、食事や運動等実践している人

が多く健康への関心の高さがうかがわれました。
テレビや雑誌等の健康情報が溢れている昨今です

が、正しい知識を持つことの大切さを再認識しまし
た。

会員の活動報告
１	 「青森県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会の委員として」

２	 「公衆浴場健康相談会」

三和　千枝子（五所川原市）

浪内　妙子（五所川原市）

つがる市への支援の様子



青森県在宅保健師の会会報（4）　第35号 令和３年３月発行

この度、本会事務局から健診結果説明会の事後指導
への協力打診があり、中泊町の担当保健師から連絡を
頂き従事することになりました。昨年からのコロナ禍
で、健診日程にも変更があり受診者へのタイムリーな
結果説明会開催日を計画する難しさがあってか、従事
する日が二転三転と変わることもありました。８月か
ら10月まで７回従事し、今年１月に「２月に小泊での
開催」の予定でしたが、３月上旬に変更との連絡を頂
きました。今年度は、保健事業全般の運営で大変ご苦
労をなされているのではないかと察した次第です。
健診結果説明会への従事は、退職後２回目でしたが
ブランクが大きく、冷や汗をかきながら面接に臨んで
います。今回の冷や汗は、面接で町内の精密検査医療
機関を問われた時に五所川原の医療機関名を告げてし
まい相談者から「以前、中泊の開業医さんでやったこ

とがある」と言われ、運動について尋ねると「○○教
室に参加している」とのことで町主催の運動教室があ
ることを理解しました。また、血液検査項目について
問われた時はすぐ答えられず、事後指導に臨むにあた
っての情報不足を感じました。町保健師にそのことを
話したところ「大丈夫ですよ」と親切に力づけて頂い
たのですが、面接内容が相談者に対して不安を与えた
のではないかと反省しております。それでも、面接が
相談者とかみ合った時は、保健師冥利で嬉しくなりま
した。
五所川原市からの移動は、津軽平野のど真ん中を車

で走り季節を満喫でき、最高のストレス解消になりま
した。３月の事後指導は冷や汗をかかぬよう臨みま
す。

私の愛する細野・相沢地区の「ひまわり会」は、元
細野小・中学校の一部を借り、月１回の高齢者の集い
を始めて３年目を終えようとしています。この事業は
社協の〝こころの縁側づくり〟事業に則り、当地区の
民生委員２名が先頭に立ってすすめています。主な内
容は、折り紙や新聞紙等を使っての作品づくりや、社
協からの連絡事項、軽い体操等です。
相沢地区はＪＲ浪岡駅から約８㎞、細野地区は更に

３～４㎞離れている浪岡一の豪雪地帯です。（私は細
野地区に居住）戸数は両地区合わせて83戸、人口は
184人と少ないのですが、４ヵ所に散在しているため、
会場まで車の送迎が必要となり、私は運転手と軽い体
操を担当しています。
会の登録者は15人で、いわゆる高齢者の女性のみで

すが、最高年齢者は89歳です。高齢者といえども、農
業従事者も半分程度おり、それが終わった人は家庭菜

園や花壇の手入れ等身体や頭を使っています。
社協の某保健師から「平均年齢は高いが、握
力や脚の筋力は他地区よりも強い。畑仕事や
雪片付けを熱心に続けている人が多いからで
はないか」とお褒めの言葉をいただきました。
ちなみに、当地区は昨年２月をもって終了

した知る人ぞ知る「細野相沢冬物語」を17
年間継続しましたが、来場者500人、ボラン
ティア、地区住民含むスタッフ100人と村の
人口を大幅に越えるビックイベントがありま
した。（グラウンド使用）この大イベントを
長年支えてきたのはまさしくこのひまわり会
の女性達だったということを付け加えたいと
思います。

3	 「中泊町健診結果説明会に従事して」

4	 浪岡地区「ひまわりの会」の紹介

井沼　登志子（五所川原市）

奥瀬　郁子（青森市）

ひまわりの会　軽体操をする様子
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令和２年度表彰受賞者の紹介
本 会 か ら 推 薦

⑵　青森県健康づくり事業功労者等表彰
多年にわたり健康増進や疾病予防等の健康づくり事業のた

めに献身的活動を続け（10年以上）、その功績が特に顕著で
あった個人または団体に対し、青森県知事が表彰する制度。

鳴海　寧子　氏（五所川原市）
表彰式　令和２年９月１日　青森市　ラ・プラス青い森

⑴　公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰
多年にわたり健康増進や疾病予防等の公衆衛生事業の

ために献身的活動を続け（20年以上）、その功績が特に
顕著であり、その事業に携わる者の模範となる個人また
は団体に対し、厚生労働大臣が表彰する制度。

高坂　恵美子　氏（むつ市）　　奥瀬　郁子　氏（青森市）
※新型コロナウィルスの影響により、例年東京都で行
われている表彰式は中止となりました。

鳴海寧子さん

左　高坂恵美子さん　右　奥瀬郁子さん

三密を避ける畑のお茶会
坂本　りつ（六戸町）

今年の春は例年と違う。新型コロナのおか
げで簡単に近所の家にも上がり込めなくなった。一気に一人暮ら
しの私には発語タイムが無くなった。毎日、あまり得意でない家
庭菜園に出るしかない。菜園にしては少しばかり広めの畑で時間
を潰すだけ。時々は菜園続きの隣のおばあさんとの交流が言葉を
発する機会となる。「おはよう」「何植えたの？」「じゃ私も植えて
みる」結果は今一。そのうちに「これ食べて」と声掛け。見事に
育った野菜を抱え込みながら、「お返しは？」「私にできるもの
は？」と自問自答。唯一の趣味？早速仕込みにかかる。失敗した
時はそれなりの話題になる。この不出来作品を持ち隣の畑に侵入。
畑での休憩は、「三密にはならない」と言い訳しつつ会話が弾む。そのうちに１人、２人と集まってくる。パ
ンの講評から始まり、それぞれの物忘れした自慢話？近所のおばあさん方の安否確認と気が付けば一時間は越
している。今日はこれで言葉を発したなと思う日々。でも今年ほど近所の高齢者の方々と、ゆっくりとお話し
たことがなかったなと。野菜作りを教えてくれ、話し相手になってくれた高齢者の方々へ「ありがとう明日
も、パンづくり頑張るからね」と。新型コロナに翻弄されながらも地域の人たちとの交流の機会に感謝かな？

坂本さんが作ったおいしそうなパン
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【トレーナー保健師：青森県国保連合会　 
　　　　　　　事業振興課　大水　美保】

今までトレーナー保健師といえば、会員の皆様のよ
うなベテラン保健師が担う役割と認識していましたの
で、初めは「私なんか、とんでもない！」と思い、外
ヶ浜町に対しては恐縮の気持ちでいっぱいでした。し
かし、トレーナー保健師となった以上、終了時には町
に「事業を活用して良かった！」と思っていただきた
い！今私ができることを精一杯やるしかない、という
気持ちで、月２回ほど全16日間外ヶ浜町に通わせてい
ただきました。
外ヶ浜町にとっては20数年ぶりの保健師採用です。
新人の吉川保健師は物腰が柔らかく、人の話をじっく
り聴くことができ、洞察力もあります。さらに９年間
の看護師経験もあり、最初から「任せても大丈夫だ」
と思わせてしまう安心感がありました。でも吉川保健
師にとっては何が大丈夫なのか分からず、詳しい説明
がないまま、目の前の事業に追われることへの不安が
あると話してくれました。そうだ、「保健師として」
は１年目だった・・・。私は自分の対応を反省させられ
ました。それからは、できるだけ丁寧に話し合い、保
健師としての考え方について議論する時間を大事にし
ました。
吉川保健師とはたくさん家庭訪問をし、道中様々な
話をしました。庁舎内にいるよりも外に出た時の方が
お互い本音で話せたことも、大事な時間でした。彼は
地域に出るといきいき楽しそうで「外ヶ浜町で保健師
になれて良かった！」と言ってくれたことは、トレー
ナー保健師として何より嬉しい言葉でした。
保健師１年目の吉川保健師は、時には悩み
ながらも、いつも楽しそうでした。それは外
ヶ浜町の先輩保健師が、彼を大事に思い、孤
独にさせない雰囲気を作っているからだと感
じています。私にとっても初めてのトレーナ
ー保健師という経験は、毎回これでいいのか
と迷いながら手探りでもあり、外ヶ浜町の先
輩保健師に助けられながら、学ばせていただ
きながらできたことだと、改めて感謝してい
ます。
外ヶ浜町の未来を担う頼もしく優しい保健
師が外ヶ浜町に来てくれて、本当に嬉しい！
トレーナーとしての支援は終わりますが、吉
川保健師とは、これからもお互いに気軽に相
談し合える保健師の仲間でいたいです。

【新任保健師：外ヶ浜町福祉課　 
　　　　　　　　保健師　吉川　直希】

私の保健師活動は、新型コロナウイルス感染症の影
響によって、住民の方々と積極的に交流することが難
しい状況下でスタートを切りました。
早く地域に馴染みたい、という焦りや不安が強まる

なか、６月からトレーナー事業が開始となり、トレー
ナー保健師の大水さんにご指導いただくことになりま
した。大水さんは、来庁されるたびに励ましの言葉や
お心遣いをいただき、私の緊張を和らげてくださいま
した。また、社会人としての心構えや保健師活動にお
ける視点、住民の方々に寄り添う姿勢など、保健師と
して大切なことを教わりました。特に、家庭訪問や健
康教育の際には話の引き出しの多さに驚かされるとと
もに、対人支援の技術を多く学ばせていただきまし
た。事業の後半に実施した地区踏査では、地区を診断
して健康づくりの支援につなげる一連の過程を経験
し、保健師として自信が持てるようになりました。
感染症拡大防止に配慮しながらの保健師活動に戸惑

うこともありましたが、住民の方々と一緒に活動する
ことで地域への愛着も増し、ようやく外ヶ浜町の保健
師の一員となることができたように感じます。
最後に、大水さんをはじめ、県及び国保連合会の皆

様、東地方保健所の皆様、外ヶ浜町役場の皆様、あた
たかいご支援をありがとうございました。この経験を
忘れず、目標とする「正確な知識や技術を身につけて
住民に安心感を与えられる保健師」に少しでも近づけ
るように努力したいと思います。

今年度のトレーナー事業は９市町村（トレーナー保健師11名、159日間）５保健所（トレーナー保健師５名、55
日間）で実施しました。
今回は、23年ぶりに新人保健師が採用され、事業を活用した外ヶ浜町から報告します。

令和２年度青森県新任等保健師育成支援事業（トレーナー事業）

上列左から
伊藤保健師、安藤主任保健師、對馬主任保健師、野口主任保健師、
掛村主任保健師、若山保健師
下列左から
瀧本主任保健師　吉川保健師　大水トレーナー保健師
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【指導保健師：外ヶ浜町福祉課　 
　　　　　　　主任保健師　瀧本　深雪】

外ヶ浜町は３町村合併した町。保健師は、健康づく
り事業を行う保健班と地域包括支援センターに分散配
置され、ほぼ同世代の７人で町の保健福祉行政に携わ
ってきました。保健師採用を切望して数年。ようやく
叶った新採用は23年ぶりでした。
私達が新人の頃は、駐在保健師、県保健所との共同
活動、業務連絡会等、町村の若い保健師への支援が所
属を越えてあり、多くの先輩方に見守られ支援してい
ただきました。さて、今度は私達の番。しかし、私達
が先輩から指導されたように手厚く指導することは難
しいのではと思い、トレーナー事業を受けることにし
ました。
トレーナー事業では家庭訪問や健康教育の基本的な
対人支援のほか、吉川保健師が受け持っている一つの
地区に対して、地区踏査訪問やその結果説明会までの
一連の流れを大水トレーナーの支援により経験できま
した。地域を深く知り、住民の声を聞き、事業へつな
げていく基本を学ぶことができたのは、トレーナー事
業の成果だと思います。
また、トレーナーの活動日誌やカンファレンスの様
子からも、大水トレーナーにはとても丁寧に支援して
いただいたと感じています。長年、同じ時代に同じよ
うな境遇で保健師活動をしてきた私達は、保健師間で
話す時も簡単な言葉で通じ合う部分が多かったように
思います。でも、より具体的に伝えること、新人だか
らこそ懇切丁寧な指導が必要なことを気づかされまし
た。私達の足りない部分を大水トレーナーに補っても
らい、「保健師の吉川です」と自信に満ちた吉川保健
師の声を聞くたび
に、トレーナー事
業を受けて本当に
良かったと改めて
思います。

【プリセプター：外ヶ浜町福祉課　 
　　　　　　主任保健師　掛村　香寿美】

平成合併後、初の「新採用保健師」は特別な存在です。
もうすぐ１年を迎えますが、様々な困難を乗り越え

ながらも「やりがいを感じている」とキラキラした眼
差しで語る姿は頼もしくもあります。
トレーナー保健師は、私自身が先輩方から学んだま

さしく「知の伝承」であると思います。
たくさんのことを丁寧に伝えていただいたことに深

く感謝すると共に、次は私達がバトンを受け取ってよ
り強く、太く伝承する番です。
「ワクワクしていた」自分の新採用時代を思い出し、
残りの保健師人生を一緒に走り抜けたいです。

【プリセプター：外ヶ浜町福祉課 
　　　　　　主任保健師　野口　三菜子】

20年以上採用が無かった当町に、待望の保健師が採
用になったと同時に、新人教育には「トレーナー事
業」を活用した方がいいと即答しました。
誠実で頑張り屋さんの吉川保健師ですが、トレーナ

ー保健師の支援回数が増える度に、さらに仕事に積極
的に取り組む姿勢、意欲が増していくのがわかりまし
た。大水トレーナー保健師には、保健師活動の基本や
町で働く保健師像を細かく支援していただき、報告書
を拝見するたびに自分自身も気づかされ、この事業を
活用して本当に良かったと思っています。ご指導あり
がとうございました。

【プリセプター：外ヶ浜町福祉課 
　　　　　　　　保健師　伊藤　加乙里】

「一番若い保健師です」と言い続けて23年（笑）、今
年度ステキな後輩、吉川保健師が町に来てくれまし
た。何事にも前向きで、町民とも積極的に交流する吉
川保健師は頼もしい存在です。今回、地域のことをよ
く知っている大水トレーナーが町に関わってくださ
り、吉川保健師や大水トレーナーの記録を見るたびに
私自身学びが多かったです。吉川保健師の思いを受け
止め、話を聞き、寄り添い、熱心に指導してくださ
り、本当にありがとうございました。

日　時日　時：令和３年５月27日（木）10時30分～14時30分：令和３年５月27日（木）10時30分～14時30分
場　所場　所：ウェディングプラザアラスカ：ウェディングプラザアラスカ
内　容内　容：〇令和３年度総会：〇令和３年度総会

〇研修会テーマ：「青森県の保健師活動の現状（仮）」〇研修会テーマ：「青森県の保健師活動の現状（仮）」
講　師講　師：青森県がん・生活習慣病対策課：青森県がん・生活習慣病対策課
　　　　　　　　　　　　　副参事　舘田　有佳子　氏（予定）　　　　　　　　　　　　　副参事　舘田　有佳子　氏（予定）

令和３年度総会並びに研修会のご案内
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青森県在宅保健師の会 ＜事務局＞　青森県国民健康保険団体連合会　〒030-0801　青森市新町2丁目4-1　青森県共同ビル3階
TEL　017-723-1336　FAX　017-723-1095　E-mail kokuho@aomori.kokuhoren.jp

「地域の保健福祉活動」
助成団体の募集について
会では会員が身近な地域で自主的に取り組んでいる保健
福祉活動の支援を目的に予算の範囲内で助成事業を実施し
ております。これまで19団体に活用いただいたところです。
興味のある方は事務局までご連絡下さい。（令和２年度は
５団体を助成。）

「青森県新任等保健師育成支援事業及び「青森県新任等保健師育成支援事業及び
保健所保健師等育成支援事業に係る令和２年度トレーナー保健師会議」保健所保健師等育成支援事業に係る令和２年度トレーナー保健師会議」

３月８日、青森市内において標記会議が開催されました。初めに
県がん・生活習慣病対策課から事業の実施状況が報告されたあと、
「支援先の人材育成体制」や「保健師人材育成のＯＪＴとして大切な
こと」について意見交換しました。出席したトレーナー保健師から
は従事して気づいたことや、今後改善してほしいことなど、次年度
以降の事業実施へ向け、参考となる意見が多く出されました。
同課青木主幹からは「保健師愛あふれるトレーナー保健師さんの
支援を受けた新任保健師達が、保健師の視点・姿勢・考え方を学
び、保健師らしく成長しているなあと感じます。県担当者として、
トレーナー保健師さんには感謝の気持ちでいっぱいです！」とのコ
メントをいただきました。

３月４日（木）、国保連合会８階会議室において、令
和２年度第４回役員会が行われました。
今回は活動報告のほか、来年度の総会へ向け、今年度
の事業実績や次年度の事業計画、また総会時の研修内容
等について検討されました。その他新規会員のお誘い方
法など、活発な意見交換が行われました。

第４回役員会報告第４回役員会報告

長きにわたり本会を支えてこられた、事務局
の梅庭保健活動専門員が３月末で国保連合会
を卒業されます。それに伴い事務局も４月から新体制となりま
すが、これからも諸先輩の皆様のお力を借りながら、一緒に会
を盛り上げていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願
いいたします。

５月には２年ぶりに総会・研修会を開催する予定です！ステイ
ホームでますますパワーアップした（？）元気な皆様にお会い
できることを、楽しみにしております。

編集後記
会員の皆様の近況を把握するとともに、会の今後の活
動に役立てるために、アンケート調査を実施します。同
封した返信用封筒をご使用になり回答してくださるよう
お願いします。
結果は会報第36号（令和３年８月発行予定）にてお知
らせする予定です。

回答期限：令和３年４月28日（水）

会員近況アンケート回答のお願い

「お世話になりました！」
保健活動推進専門員　梅庭　牧子

このたび、６年間の長きにわたり勤務させていただきました国保連合会保健活動推進専門員を退
職することになりました。会員の皆様には折に触れご支援ご協力いただき誠に有難うございました。
思い返せば、会設立20年記念誌作成に際し、会の歴史を振り返る機会をいただき、生涯、保健師
を貫く先輩諸姉の熱い思いに魂を揺さぶられ、交流会等でお聞きする数々の楽しいエピソードに元
気を頂きました。また、鬱蒼とした山林なんのその、風雨に負けずに向かった家庭訪問を通して
「やっぱり、保健師～！」を感じられた事や突然のお願い電話にも「いいよ!!」とのお返事をいた

だいた事など沢山のお助けウーマンの支えがあって、なんとかやって来られたと改めて会員の皆様に深く深く感謝いたします。
これからは一会員として皆様からお聞きした日々の過ごし方を参考にしながらも、まずは自分の心身をリフレッシュして、
時にはお助けウーマンになれるよう精進したいと思います。皆様のご健康と益々のご活躍を祈念しております。

お知らせ

報
告


